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⃝
試
験
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
申
込
受
付
期
限
　
11
月
８
日
㈭

ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

《
昼
間
入
門
講
座
》

⃝
日
時
　
11
月
26
日
㈪
～
12
月
21

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
～
正
午

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
開
始
　
10
月
29
日
㈪
か
ら

⃝
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後

５
時　
※
平
日
の
み

⃝
申
込
方
法
　
受
講
料
を
持
参
し
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
市
で
は
、
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
を
在
宅
で
１
年
以
上
介
護
さ

れ
て
い
る
方
や
高
齢
福
祉
の
模
範

と
な
る
方
を
公
募
し
表
彰
し
ま
す
。

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
15
日
㈪
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝
場
所　
本
庁
舎
地
下
第
１
会
議
室

⃝
行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち
だ田
宜よ

し
え枝
（
郭
内
151
）
☎
㉓
３

５
１
８

▽
中な

か
む
ら村

周し
ゅ
う
じ
ょ
う

常
（
本
町
26
）
☎
㉓
４

３
５
７

▽
鈴す

ず
き木
賢け

ん
し
ゅ
う秀
（
表
郷
番
沢
字
原
11
）

☎
㉜
３
４
２
０

▽
内な

い
と
う藤
直じ

き
ほ
う方
（
大
信
下
小
屋
字
西

宿
225
）
☎
㊻
２
５
４
７

▽
水み

ず
の
や

野
谷
正ま

さ
あ
き明
（
東
栃
本
字
市
倉

22
）
☎
㉞
３
２
３
５

※
自
宅
等
で
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

／
各
庁
舎
総
務
課　
表
郷
☎
㉜
２

１
１
１　
大
信
☎
㊻
２
１
１
１

東
☎
㉞
２
１
１
１

自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

⃝
申
込
期
間
　
10
月
９
日
㈫
～
19

日
㈮

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７
２
２

⃝
派
遣
国
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

⃝
期
間
　
平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

～
31
日
㈭

⃝
資
格
要
件
　
県
内
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
の
方

⃝
申
込
期
限
　
10
月
26
日
㈮
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

問
福
島
県
国
際
農
友
会
事
務
局
☎

０
２
４
︲
５
２
４
︲
１
２
０
１

　
10
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行
政

相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
行
政
機
関
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
関
し
て
、
苦
情
や

困
り
ご
と
・
要
望
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
す

る
も
の
で
す
。

　
相
談
週
間
中
に
は
、「
特
設
行
政

⃝
職
種
・
採
用
予
定
人
員
　
看
護

師
（
准
看
護
師
を
除
く
）
ま
た
は

保
健
師
　
５
人
程
度　

⃝
資
格
　
昭
和
58
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
（
准
看
護

師
を
除
く
）
ま
た
は
保
健
師
の
資

格
を
有
す
る
方
（
取
得
見
込
み
の

方
も
含
む
）

⃝
試
験
方
法
　
第
一
次
試
験
＝
一

般
教
養
試
験　
第
二
次
試
験
＝
論

文
お
よ
び
面
接

⃝
試
験
日
　
12
月
２
日
㈰

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
▽
講
師
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ビ
ー
ン
ズ
ふ
く
し
ま　

若わ
か
つ
き月
ち
よ
理
事
長
、
当
事
者

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
《
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
》

⃝
日
時
　
10
月
27
日
㈯
～
11
月
４

日
㈰
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
内
容
　
す
べ
て
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
た
方
に
賞
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
１
０
０
人
）

《
ツ
ア
ー
》

⃝
日
時
　
10
月
27
日
㈯
／
午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

⃝
定
員
　
▽
お
寺
巡
り
コ
ー
ス
　

20
人　
▽
戊
辰
巡
り
コ
ー
ス
　
20

人　
※
要
予
約
（
先
着
順
）

⃝
参
加
料
　
５
０
０
円

問
本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内
２
７
４
３

⃝
入
場
料
　
無
料

問
中
央
公
民
館
☎
㉓
３
８
１
０

　
市
で
は
、
平
成
25
・
26
年
度
の

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

⃝
期
間　
11
月
１
日
㈭
～
12
月
28

日
㈮
（
平
日
の
み
）

⃝
申
請
用
紙
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
提
出
方
法
　
市
内
業
者
は
郵
送

ま
た
は
持
参
、
市
外
業
者
は
郵
送

で
、
本
庁
舎
財
政
課
（
３
階
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の

場
合
は
、
12
月
28
日
消
印
有
効
）。

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
、

返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手
貼
付
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
木
工
事
や
水
道
事
業
に
係
る

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
一
括
し

て
財
政
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
本
庁
舎
財
政
課　
内
２
３
３
５

⃝
日
時　
10
月
17
日
㈬
～
21
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
６
時　
※
最

　　
10
月
12
日
㈮
か
ら
14
日
㈰
ま
で

の
3
日
間
、
市
内
全
域
に
放
置
さ

れ
て
い
る
自
転
車
の
一
斉
撤
去
を

町
内
会
単
位
で
実
施
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
４

　
中
央
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
。

⃝
日
時
　
10
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時　
※
初

日
は
午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で

⃝
会
場
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

21 20

終
日
は
午
後
３
時
ま
で

⃝
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

《
出
品
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
》

⃝
出
品
資
格
　
高
校
生
以
上
で
本

市
お
よ
び
近
隣
町
村
の
在
住
者
ま

た
は
出
身
者

⃝
作
品
規
格
　
▽
日
本
画
・
洋
画

６
号
～
50
号　
▽
彫
塑
　
等
身
大

以
内　
▽
工
芸
　
制
限
な
し
　
▽

書
　
縦
２40
㎝
×
横
１80
㎝
以
内　
▽

写
真
　
Ａ
４
以
上
半
切
ま
で　

※
市
内
に
お
い
て
未
発
表
お
よ
び

市
外
の
公
募
展
に
お
い
て
受
賞
し

た
も
の
で
な
い
も
の

⃝
出
品
料
　
▽
一
般
　
１
、
０
０

０
円　

▽
高
校
生
　
５
０
０
円

（
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点
ま
で
）

⃝
作
品
搬
入
日
時
　
10
月
14
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

⃝
作
品
搬
出
日
時
　
10
月
21
日
㈰

／
午
後
３
時
～
５
時

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
４

⃝
日
時
　
10
月
24
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら　
※
入
場
無
料

⃝
会
場
　
県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
当
事
者
か
ら

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
採
用
試
験

中
央
公
民
館
習
作
展

行
政
相
談
週
間

農
業
経
営
者
海
外
派
遣
研
修
生

案
内

ぐ
る
り
白
河
文
化
遺
産
め
ぐ
り

あ
っ
た
か
介
護
功
労
者

放
置
自
転
車
の
一
斉
撤
去

市
民
総
合
美
術
展
覧
会

パ
ソ
コ
ン
教
室

物
品
購
入
等
・
役
務
の
提
供

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

都市再生整備計画の事後評価原案
パブリックコメント

　市では、都市再生整備計画（平成20年
度～平成24年度）を策定し、白河駅周辺
の整備に取り組んできました。これまでの
成果等を検証する事後評価の原案を策定し
ましたので、市民の皆さんからのご意見を
募集します。
⃝募集期限　10月９日㈫～22日㈪
※応募方法などは、市ホームページをご覧い
　ただくか、お問い合わせください（資料は
　本庁舎まちづくり推進課で閲覧できます）。
問本庁舎まちづくり推進課　内2744

⃝日時　11月３日㈷／午前10
　　　　 時～午後３時30分　
⃝会場　きつねうち温泉（東釜子）
⃝内容　五合飯早食い大会、日本

一に挑戦！シリーズ「焼
きおにぎり」、みちのく
ボンガーズショーなど

問サンライズひがしフェスティ
バル実行委員会事務局（東庁
舎事業課内）☎㉞2115　

サンライズひがし
フェスティバル2012

特定健診を受けましょう
　10月31日㈬まで、国民健康保険に加入
する40歳以上の方は、指定の医療機関で
個別検診を受けることができます。受診券
を紛失した場合は再交付できますので、ご
連絡ください。
　なお、通院治療中の方も個別検診の対象
となります。受診の要否については、主治
医にご相談ください。
　個別検診は、各医療機関に直接お申し込
みください。
問本庁舎国保年金課　内2176
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己
負
担
額
に
応
じ
た
金
額
を
医
療

機
関
等
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１
７
５

　
市
消
防
団
秋
季
検
閲
の
た
め
、

10
月
28
日
㈰
午
前
７
時
よ
り
、
消

防
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
火
災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１
６
６

　
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
を
払
拭

す
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な
農
産

物
お
よ
び
加
工
品
を
販
売
し
ま
す
。

⃝
日
時　
10
月
21
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分　

⃝
会
場　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
イ
ベ
ン

ト
広
場
駐
車
場

問
県
南
農
林
事
務
所
☎
㉓
１
５
６
２

⃝
日
時　
10
月
28
日
㈰
／
午
後
２

時
30
分
～
４
時

⃝
会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容　
「
お
っ
ぱ
い
Ｑ
＆
Ａ
」

島し
ま
だ田
菜な

お

こ

穂
子
先
生
（
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ

ク
表
参
道
院
長
）
が
乳
が
ん
に

関
す
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

⃝
定
員
　
１
０
０
人
（
入
場
無
料
）

問
し
ら
か
わ
ピ
ン
ク
り
ぼ
ん
の
会

☎
㉛
７
５
９
５

⃝
日
時
　
10
月
23
日
㈫
／
午
後
２

時
～
３
時
30
分　

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容
　
▽
講
演
「
変
わ
り
ゆ
く

社
会
の
中
で
守
り
た
い　
い
の
ち

と
心
」 

▽
講
師
　
弁
護
士　
住す

み
た田

裕ひ
ろ
こ子
氏

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
白
河
法
人
会
☎
㉓
２
１
６
０

⃝
日
時　
10
月
13
日
㈯
／
午
後
２

時
か
ら

⃝
会
場　
大
統
寺
（
馬
町
）

⃝
参
加
料　
５
０
０
円

⃝
定
員
　
20
人
（
事
前
申
込
必
要
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

⃝
日
時　
10
月
18
日
㈭
／
午
後
７

時
か
ら

⃝
会
場　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
正
し
い
運
動

の
勧
め
方
」 

▽
講
師
　
帝
京
大
学

医
学
部
外
科　
新に

い
み見
正ま

さ
の
り則
准
教
授

問
㈳
白
河
医
師
会
☎
㉓
３
７
０
１

　
▽
県
民
手
帳
（
横
罫
版
・
カ
レ
ン

ダ
ー
版
）
　
各
５
０
０
円　

▽
県
勢
要
覧
　
１
、
５
０
０
円

⃝
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬
ま
で

⃝
申
込
先
　
本
庁
舎
企
画
政
策
課
、

各
庁
舎
総
務
課
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　
内
２
３
２
７

⃝
日
時　
10
月
22
日
㈪
／
午
後
２

時
～
４
時　

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
▽
講
演
「
元
気
に
な
る

睡
眠
の
話
」
▽
講
師　
東
邦
大
学

看
護
学
部　
尾お

ざ
き崎
章あ

き
こ子
教
授

⃝
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

⃝
申
込
期
限
　
10
月
15
日
㈪
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
で
、
東
日
本
大
震
災
で
住
宅

が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
方

へ
の
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
一
部

負
担
金
の
免
除
期
間
は
、
９
月
30

日
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
10
月
以
降
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
た
自

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

住
田
裕
子
氏
講
演
会

ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
＆
座
禅
体
験
会

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
一
部

負
担
金
免
除
期
間
の
終
了

県
民
手
帳
・
県
勢
要
覧

予
約
受
付
中

農業委員会一般選挙
《一般選挙》
⃝投票日　10月28日㈰
⃝告示日　10月21日㈰
⃝投票時間　午前７時～午後６時
⃝選挙すべき委員の定数　
▷第１選挙区（白河地域）12人　▷第２選挙
区（表郷地域）６人　▷第３選挙区（大信地
域）６人　▷第４選挙区（東地域）６人
《立候補届出》
⃝受付日時　10月21日㈰／午前８時30分～午後５時
⃝受付場所　本庁舎正庁（５階）
《投票できる方》
　農業委員会委員選挙人名簿に登録されていて、
投票日に本市に住所があり、次の要件を満たす方
⃝年　齢　平成４年４月１日以前に生まれた方
⃝住　所　選挙が行われる区域に住所を有している方
⃝耕　作　次のいずれかに該当する方
　①10アール以上の農地につき耕作の業務を営む方
　②①の同居の親族または配偶者で、年間おお
　　むね60日以上耕作に従事していると農業委
　　員会が認めた方
③10アール以上の農地につき耕作の業務を営む農業生
産法人の組合員や社員、株主で、年間おおむね60日
以上耕作に従事していると農業委員会が認めた方

　※入場券は、告示日の翌日以降に送付します
　　（無投票の場合は送付しません）。都合によ
　　り投票日に投票できない方は、期日前投票
　　や不在者投票ができます。
問本庁舎選挙管理委員会　内2510

し
ら
か
わ
ピ
ン
ク
り
ぼ
ん
の
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
２
０
１
２

白
河
医
師
会
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
学
研
修
会

消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

合
同
販
売
イ
ベ
ン
ト
「
直
売

・
加
工
の
仲
間
ネ
ッ
ト
県
南
」

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『 

領
土
を
守
る
と
は
』

市
長
の

手
控
え
帖

本
は
ひ
け
を
と
る
。
し
か
も
、
恐
ろ
し
く
長
い
時

間
を
か
け
実
を
と
り
に
く
る
。
油
断
は
禁
物
。

  

勿
論
、
血
を
流
す
こ
と
は
避
け
る
。
戦
う
意
思

を
秘
め
毅
然
た
る
態
度
で
臨
み
つ
つ
も
、
武
力
は

抑
止
力
に
使
う
べ
き
。
全
て
の
力
を
注
ぎ
、「
静

か
な
る
戦
い
」
の
う
ち
に
事
を
進
め
る
こ
と
が

大
事
。「
力
」
と
は
何
か
。
英
米
を
カ
ー
ド
に
、
日

露
戦
争
を
終
結
に
図
っ
た
よ
う
な
外
交
。
追
随

を
許
さ
な
い
高
い
技
術
。
整
っ
た
社
会
保
障
や

教
育
制
度
。
辛
抱
強
く
勤
勉
な
国
民
性
等
。
い

わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
だ
。
政
治
・
経
済
の

指
導
者
の
資
質
も
こ
れ
に
入
る
。

  

英
国
の
３
人
を
思
い
浮
か
べ
る
。
１
人
は
チ
ャ

ー
チ
ル
。
第
２
次
大
戦
時
の
首
相
。
短た

ん

く軀
・
猪い

首く
び

に
ロ
ン
グ
ハ
ッ
ト
と
葉
巻
。
ド
イ
ツ
の
空
襲

に
耐
え
、
反
転
攻
勢
の
機
を
う
か
が
う
。「
こ
の

試
練
の
た
め
に
私
の
人
生
は
準
備
さ
れ
て
い
た
」

と
、
強
い
信
念
と
老
練
さ
で
国
を
ま
と
め
る
。
中

立
を
と
っ
て
い
た
米
国
を
巻
き
込
み
、
ソ
連
を
引

き
込
む
練
達
の
外
交
で
ド
イ
ツ
を
追
い
詰
め
る
。

勝
敗
の
行
方
が
決
ま
る
と
、
一
転
戦
後
の
敵
は

ソ
連
と
み
て
と
り
、
い
ち
早
く
世
界
戦
略
を
練
る
。

ブ
ル
ド
ッ
ク
の
よ
う
な
愛
嬌
の
あ
る
顔
に
、
鋼
の

意
思
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
刃
を
秘
め
て
い
た
。

  

も
う
１
人
は
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
。
実
兄
が
王

冠
よ
り
恋
を
選
び
、
１
年
足
ら
ず
で
退
位
。
心

の
準
備
も
な
い
ま
ま
、
突
然
お
鉢
が
回
っ
て
き

た
。
し
か
も
内
向
的
で
吃
音
症
に
苦
し
ん
で
い

た
。
重
圧
に
泣
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
言
語
療

法
士
の
献
身
と
必
死
の
努
力
で
克
服
。
ド
イ
ツ

に
宣
戦
布
告
す
る
際
の
ス
ピ
ー
チ
は
見
事
だ
っ

た
。
地
下
壕
に
身
を
ひ
そ
め
、
不
安
に
お
び
え
る

国
民
を
励
ま
し
た
。
真
面
目
な
人
柄
か
ら
ほ
と

ば
し
る
魂
の
言
葉
。

　
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
父
の
苦
悩
を
間
近
に
見
て

い
た
。
女
王
在
位
60
年
、
重
圧
に
耐
え
た
力
の
源

  

日
本
近
海
の
波
が
高
く
な
っ
て
き
た
。
韓
国
大

統
領
の
竹
島
上
陸
は
、
国
内
で
の
不
人
気
を
回
復

す
る
た
め
の
、
思
慮
に
欠
け
る
行
動
。
こ
こ
は
感

情
的
に
な
ら
ず
、
論
理
的
に
国
際
司
法
の
場
で
解

決
す
る
の
が
得
策
。
日
韓
は
経
済
・
文
化
で
の

依
存
、
交
流
が
格
段
進
み
、
よ
き
隣
人
に
な
る
条

件
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
両
国
は
昭
和
40
年
の
条

約
で
決
着
を
図
る
約
束
を
し
て
い
る
。
日
本
は
、

こ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
を
、
河
野
談

話
と
い
う
形
で
誠
意
を
示
し
て
い
る
。
慰
安
婦

や
植
民
地
支
配
の
こ
と
を
蒸
し
返
し
て
、
こ
の
先

得
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

  

厄
介
な
の
は
尖
閣
。
日
本
が
実
効
支
配
し
て
い

る
こ
と
を
中
国
は
容
認
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

海
底
に
資
源
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
や
、
突
然
領

有
権
を
主
張
。
日
本
は
正
当
性
が
あ
る
と
、
高
を

く
く
っ
て
は
い
け
な
い
。
中
国
は
不
利
な
こ
と

を
承
知
の
上
で
既
成
事
実
を
積
み
上
げ
よ
う
と

し
、
そ
の
様
子
を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
。
事
を

荒
立
て
た
く
な
い
あ
ま
り
、
穏
便
な
対
応
に
終
始

す
る
と
術
中
に
は
ま
る
。「
長
年
、
日
本
は
強
い
意

思
を
示
さ
な
か
っ
た
。
領
有
権
が
あ
る
と
考
え

て
い
な
い
証
拠
」
と
く
る
に
相
違
な
い
。
中
国

は
あ
れ
ほ
ど
大
き
い
の
に
と
思
う
な
か
れ
。
巨

大
な
人
口
、
砂
漠
も
抱
え
、
内
陸
は
貧
し
い
。
海

洋
資
源
と
米
国
に
対
峙
す
る
海
上
防
衛
ラ
イ
ン

は
、
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
い
。

  

中
国
は
５
千
年
来
、
王
朝
が
激
し
い
戦
い
を
繰

り
返
し
、
北
方
民
族
の
支
配
も
受
け
た
。
権
謀
術

数
、
外
交
の
し
た
た
か
さ
に
お
い
て
、
和
の
国
日

は
、
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
偉
大
な
君

主
と
首
相
を
持
っ
た
英
国
は
幸
運
だ
っ
た
。

   

も
う
１
人
は
「
鉄
の
女
」
サ
ッ
チ
ャ
ー
。
英
国

再
建
の
た
め
、
小
さ
い
政
府
と
規
制
緩
和
・
国
有

企
業
の
民
営
化
等
に
大お

お
な
た鉈
を
振
る
っ
た
。
改
革

の
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
経
済
の
再
生
と
国
民
の

誇
り
を
取
り
戻
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

  

不
評
だ
っ
た
株
が
急
上
昇
し
た
の
は
、
30
年
前

の
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
。
突
然
、
領
有
権
を
主

張
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
が
占
拠
。
サ
ッ
チ
ャ

ー
は
間
髪
を
入
れ
ず
、
南
米
大
陸
の
南
端
に
軍
隊

の
派
遣
を
決
定
。
多
く
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら

も
２
か
月
で
奪
還
。
女
性
宰
相
は
「
人
命
に
代
え

て
で
も
英
国
領
土
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
国
際
法
が
力
の
行
使
に
打
ち
勝
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
」
と
述
べ
た
。
は
や

て
の
如
く
速
い
決
断
と
鬼
神
の
如
き
気
概
。
チ

ャ
ー
チ
ル
の
前
任
者
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ヒ
ト
ラ

ー
と
事
を
構
え
る
の
を
た
め
ら
い
、
ド
イ
ツ
の
暴

走
を
許
し
て
し
ま
っ
た
苦
い
記
憶
が
よ
ぎ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
斜
陽
の

帝
国
」
と
呼
ば
れ
る
の
を
恥
と
し
、
威
信
回
復
に

全
て
を
捧
げ
た
。

  

領
土
問
題
は
人
を
熱
く
す
る
が
、
肝
心
の
守
る

べ
き
領
土
と
は
何
か
を
考
え
た
い
。
そ
れ
は
国

土
の
み
を
意
味
し
な
い
。
地
域
共
同
体
や
伝
統
・

文
化
で
あ
り
、
美
意
識
で
あ
る
。
翻

ひ
る
が
え

っ
て
福
島
は

ど
う
か
。
国
土
の
一
部
か
ら
、
ま
だ
６
万
も
の
人

が
故
郷
を
追
わ
れ
て
い
る
。
復
興
へ
の
形
は
で

き
つ
つ
あ
る
が
、
最
も
大
事
な
国
の
意
思
を
感
じ

な
い
。「
福
島
の
再
生
な
く
し
て
日
本
の
復
興
な

し
」
を
何
度
聞
い
た
こ
と
か
。
そ
の
た
び
に
虚う

つ
ろ

ろ
に
な
る
。
情
が
伝
わ
ら
な
い
。
言
葉
に
難
の

あ
っ
た
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
と
総
理
、
ど
ち
ら
が
雄
弁

か
。
外
交
は
内
政
の
延
長
。
福
島
を
守
れ
ず
し

て
、
竹
島
・
尖
閣
を
領
有
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。


